
平成28年7月30日(土)～9月11日(日)〈開催期間〉

9月5日(月) ※学校夏季休暇期間中は　毎日開館いたします。

※博物館への入館は
　午後5時まで。

〈休 館 日〉

愛媛県生涯学習センター内　〈会　　場〉

午前9時～午後5時30分〈開館時間〉
■主催／愛媛県生涯学習センター・愛媛県教育委員会

■後　援／八幡浜市、八幡浜市教育委員会、愛媛新聞社、NHK松山放送局、南海放送、テレビ愛媛、あいテレビ、
　　　　　愛媛朝日テレビ、愛媛CATV、FM愛媛
■協力・資料提供／飛行神社、八幡浜市民ギャラリー郷土資料室、株式会社豊予社、三菱航空機株式会社、
　　　　　　　　 二宮翔会(愛媛大学航空力学研究会)、八幡浜市立真穴中学校、愛媛県紙飛行機協会、坊っちゃん劇場

愛媛人物博物館 3階・企画展示室

愛媛県生涯学習センター　企画展
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(八幡浜市立真穴中学校提供)

～生誕150年を記念して～

八幡浜時代  （慶応2年～） 製薬会社での大活躍  （明治31年～）

認められた功績  （大正8年～）

飛行神社設立と文化人
としての晩年  （昭和2年～）

関連展示関連事業イベント

■ミュージカル

■えひめ青少年ふれあいセンター 共同企画

「二宮忠八物語」～世界に誇る愛媛の偉人～

「ふれあいサマーチャレンジ2016」
■飛行機のぬりえをしよう

①夏休み１DAY教室

飛行記念大会実使用の飛行機を
展示いたします。

MRJ初飛行時の映像を
ご覧いただけます。

活動状況の紹介と飛行機部品
展示をいたします。

日　時／ 8月21日（日）開場14：00　開演14：30
場　所／愛媛県生涯学習センター内　県民小劇場
入場料／中学生以下無料・一般前売り500円・当日600円（税込）
出　演／坊っちゃん劇場　近藤誠二・中村茂昭・中村美和
＜お問い合せ、お申し込み、チケット販売＞　　
愛媛県生涯学習センター　（松山市上野町甲650番地 電話089-963-2111）
坊っちゃん劇場　　　　　（東温市見奈良1125 　電話089-955-1174）

日　程／ 8月27日（土）～8月28日（日）1泊2日
　　　 　［8月27日（土）］　◇12：30集合　
　　　　＊14：30～16：30
　　　　「親子で紙ひこうきをつくって飛ばそう」
　　　　＊19：00 ～ 夜のとべ動物園散策
　　　　［8月28日（日）］　◇12：00解散
　　　　＊9：30～手作り教室（キャンドル・バスボム）
場　所／えひめ青少年ふれあいセンター
　　　　（松山市上野町甲650番地）
対　象／小学生とその家族20組（50名程度）
　　　　＊先着順、定員になり次第締め切ります。
参加費／小学生3,000円、保護者3,500円、幼児500円（税込）
　　　　＊宿泊費、食事代、動物園入園料、保険代含みます。
○詳細は、お問い合わせ、またはHPをご覧ください。
　愛媛県生涯学習センター　
　089-963-2111　HP www.i.manabi.jp/
　えひめ青少年ふれあいセンター　
　089-963-3166　HPwww.i.fureai.jp/

日　時／7月30日（土）10：00 ～ 12：00
場　所／愛媛県生涯学習センター　研修室
定　員／ 25名（先着順）事前お申込み必要
対　象／幼児から中学生（小学3年生以下は保護者
　　　　同伴で参加してください）
参加費／無料、用紙、クレパスなど用意します。
講　師／今　良泰　愛媛県美術会会員（審査員）

②いつでも参加！
企画展開催中、毎日実施します

特設ぬりえコーナーで挑戦しよう

参加費／無料

　　　　（用紙、クレパスなど用意してます。）

＊①②とも参加者全員にオリジナルグッズプレゼント
　完成作品は、期間中館内に掲示させていただきます。

■「カラス型飛行機」 

■「MRJ模型と映像」 

■愛媛大学航空力学研究会
　「二宮翔会」活動紹介

「飛行原理」の発見と実験の成功
（明治20年～）

二宮忠八　大空への夢　

　八幡浜浦矢野町に生まれ
た忠八は小学校時代から非
常に成績優秀でしたが、父
を早くに亡くし、思うよう
に進学できませんでした。
　しかし、学ぶことに大変
積極的で漢学・国学・南画
などを学んでいきます。そ
れらの学費を得るために自
作した忠八凧を販売し人気
を博しました。

　丸亀の陸軍に入営した忠八は、軍の機動演習の帰り、現在の香川県まんのう町にあ
る樅ノ木峠でカラスの滑空から「飛行原理」に気付きます。ゴム動力のカラス型飛行
器の飛行実験にも成功。次に、人が実際に乗ることの出来るようにと玉虫型飛行器を
発案。日清戦争中には陸軍に製作の補助を上申(お願い)しています。ところが、残念
なことに上申は全て却下されてしまいます。

　飛行器製作の資金を得るために薬業界へ
転進した忠八は、豊富な薬品知識と優れた
経営手腕で大活躍します。また、自らも会
社を立ち上げます。しかし、皮肉にも業界
で東奔西走する忙しさから飛行器研究の時
間を奪われてしまい、世界初の有人動力飛
行の夢は叶いませんでした。

　華やかな表舞台で取り上げられること
の無かった忠八の研究でしたが、同郷の
軍人白川義則が過去の上申書などを再び
軍へと持ち込みます。上申書は大スクー
プ記事として発表され、一躍脚光を浴び
ることとなります。航空史に大きな足跡
を残した忠八は、多方面から表彰され、
各地に記念碑が建立されました。

　晩年の忠八は、かつて自分も夢みた飛行機
による事故が発生することを悲しみ、自らも
神職となり飛行神社を建立して犠牲者の慰霊
と航空安全を祈りました。一方、文化人とし
ても多くの活動を行いました。飛行千歌を詠
み、「幡山」と号して数多くの幡画・幡詩を
残しています。

 今から125年前の明治24年4月29日夕刻、香川県の丸亀練兵場で「烏型模型飛行器」を使用した動
力による飛行実験が成功します。これは、アメリカのライト兄弟が飛行実験に成功する12年も前の出
来事で、現代の「飛行原理」へとつながる動力飛行機が日本で初めて大空を飛んだ時と言われています。
 この実験を成功させた人物こそ、今年、生誕150年を迎えた八幡浜市出身の二宮忠八です。記念すべ
き年に忠八翁の偉大な業績と大空への夢を紹介し、郷土の偉人を顕彰いたします。

～生誕150年を記念して～
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